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ペゴル(continuous erythropoiesis receptor activator:CERA)は他の
ESA製剤に対して貯蔵鉄利用が促進されることが示唆されている。そこで
腹膜透析（peritoneal dialysis:PD）患者において CERA の鉄代謝に及ぼ
す影響についてダルべポエチンアルファ（darbepoetin-alfa: DA）と比較
検討した。 




を求めた。この 3 か月単位を 1Case と定義した。除外基準として血液疾患
の併発、研究登録時より過去 3か月以内の消化管出血、同期間内の赤血球
輸血施行、同期間内の高度感染性疾患の罹患とした。 
結果：272Case が解析対象となり CERA 群（128Case）、DA群（144Case）に
わけ、両群間で％⊿ferritin を比較した。％⊿ferritin は CERA 群の方が
DA群より低下を認めた（-15.11 vs。6.42%、P=0.04）。多変量解析で交絡
因子（年齢、性別、PD歴、糖尿病の有無、利尿薬投与の有無、ベースライ
ンの Hb、ベースラインの Alb、経口鉄剤投与の有無）を調整後も CERA 群









かは意見が分かれている.本研究によって、PD 患者においても CERA は DA
より貯蔵鉄の利用に有用である可能性が高いと考えられた。 
 結論:PD 患者において、CERA は DAと比較して貯蔵鉄利用をより促進する
可能性が示唆された。 
 
